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 XIII 現代日本語動詞基本形の時間的意味 















  (1)a つまらん心配はしないで早く行け。 
      b 敬礼。解散。 








  (2)a あった！ あった！   （発見） 
   b よし、買った！    （決定） 
      c 君は、たしか、たばこを吸ったね。 （想起） 




  (3)a あっ。ある！   （発見） 
   b よし、おれ、これ買う！  （決定） 
      c そういえば、君、たしかたばこを吸うね。 （想起） 






  (4)a 文の部分が担っているとはいいにくい、文そのものがもっている意味があるのではな
いか。そしてそれは、どのようなものなのか。 

























































  (5)a 水 
   b 私の家のテレビの 


















  (6)a （アノ風体カラスルト） あの男はヤクザだ。 








と考えられるのである。                             【Ⅳ】 







  (7) (I) 交話型                挨拶、呼びかけ、反応など 
    (II) 内容表現型 
     (a) 事態描写系 
       〈1〉 事態認識 話し手が新たに事態を認識したことを表出する …認識文 
       〈2〉 事態伝達 話し手が保っている知識を聞き手に伝える  …伝達文 
     (b) 情意表出系 
       〈3〉 意向表出 話し手の意向を表出する   …意向文 


















  (8) (I) 交話型 
     (a) 受容表明系 
      〈1〉 事態受容表明 話し手が事態に対する受容をおこなったことを示す…感嘆文 
      〈2〉 対者受容表明 話し手が対者に対する受容をおこなったことを示す…応答文 
     (b) 受容要求系 
      〈3〉 事態受容要求 話し手が事態に受容を求める   …呪文文 
      〈4〉 対者受容要求 話し手が対者に受容を求める       …呼びかけ文 
     (c) 関係表示系 











































































































ないか。                                    【終章】 
 
 
